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　横浜ほうゆう病院（当時ほうゆう病院）

が、開院してから11年。私も、病院開院1ヶ
月前から入職し今に至っております。今回の

診療報酬改定は、6回目になります。

　開院当初は、老人性痴呆疾患治療病棟・老

人性痴呆疾患療養病棟といった入院料で始ま

り、まだ世間的にも、認知症（当時は痴呆）

専門病院はあまり知られていない厳しいス

タートとなりました。一般病院の病棟では、

社会的入院が話題になり、主な治療が終わる

と退院、次へ転院と繰り返されやっとたどり

ついたのが当院という患者さんや家族は少な

くはありませんでした。ゆっくり治療・療養

ができるというイメージがありました。

　初代藤澤浩四郎院長、第二代小阪憲司院長

と、歴史を経て横浜ほうゆう病院が全国に知

られるようになり、世の中の認知症に対する

関心やニーズも高まり、外来・デイケアや認

知症治療病棟と急性期を中心とした積極的な

治療を行い、その人らしい暮らしが営めるよ

うにしていくということが認知症専門病院に

求められるようになっています。

　それに伴い、今回の改定で充実が求められ

る分野の一つとしても、精神疾患に対する医

療・認知症対策の推進・リハビリテーション

関連が重要視されています。認知症治療病棟

入院料のおよその改定の内容は、

・30日未満は1,761点
・30日以上から60日未満は1,461点
・60日以上は1,071点
と点数でもわかるように、積極的な治療を行

い、早期に在宅・施設等でその人らしい生活

に戻れるようにする。また、急性期認知症の

患者さんを受け入れ治療し、地域へ連携する

という10年をかけて診療報酬の考え方等もず

いぶん違う姿になってきています。入院前や

退院後の患者さんや家族へのサポート体制や

退院支援等なお一層の充実が、病院の評価に

もつながります。

　ところで、改正についていろいろ言いまし

たが、この11年間医事課で勤めさせていただ

いて変わらないのが患者さんや家族の悩み・

不安・苦しみ等です。

　医事課は病院の窓口であるため、患者さん

が安心できる環境が常に求められています。

正確な診療報酬請求も大切な仕事です。しか

し、接遇に関しては特に重視していることで

す。明るい挨拶や丁寧な応対・立振る舞いは

基本ですが、相手の気持ちになってよく考え

思いやりを持ち接するということ。つまり、

相手がどんなことを求めているのか、どんな

接し方・答え方がよいのかそれぞれ人によっ

て違うのでそれがわかってこそ本当の接遇と

思い日々精進しています。今まで医事課で患

者さんやご家族と接してきて思ったことは、

相手の話をよく聞くことが大切だということ

です。いろいろな話を聞いていると、ほっと

した顔をされます。「お大事にどうぞ。」だ

けでなく「気を付けてお帰りください。」の

さりげない一言の声掛けができる温かい医事

課でいたいです。この病院にきてよかったと

思っていただけたら最高のおもてなしです。

　昨年の9月から外来・受付窓口が新しくな

り、開院時の『初心忘れず』の気持ちで第三

代日野博昭院長の下で頑張り、地域に愛され

る病院でいたいです。
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　横浜ほうゆう病院では、認知症の方のリハビリの一環で

音楽療法を取り入れ、音楽クラブとして実施しています。

音楽クラブは認定音楽療法士のもと、５つある病棟ごとに

月２回、１回５０分のセッションで行います。

　簡単な体操で顔や手をほぐすと、いよいよ歌唱。先生の

力強い歌声が響きます。曲は、童謡や唱歌から四季を感じ

るものを選曲し、曲によっては、手拍子や楽器の演奏など

も取り入れ、体全体で音楽を体感できるよう工夫され、誕

生月である方へは、皆でハッピーバースディを歌いお祝い

もします。後半は患者様に昔懐かしい曲の中から１曲選ん

で頂き、その曲に合わせて皆で楽器を演奏します。

　声を発したり、楽器を演奏することは、身体機能（特に

呼吸器）の向上に繋がり、季節に合った歌や誕生日をお祝

いすることも、現状を把握すること（見当識）にとても大

きな意味を持ちます。

　参加された方を見ると、目を見開いて手拍子をしたり、

声は出ていなくても懐かしそうな表情を浮かべ口を動かし

ていたりと様々な反応をされていました。

【右：村山認定音楽療法士
左：鷲尾先生（ピアノ）】

皆さまにご迷惑をお掛けした外来の拡張工事が終

わって半年が経ちました。以前は待合室が狭く、受診

される方で混雑していましたが、今は余裕のあるス

ペースを確保することができ、また診察室を４室に増

設し、処置室や面談室、売店も併設しました。

今後も患者様、ご家族様の目線に立ち、より良い医

療・サービスを提供できるよう心掛けていきます。

【待合室】

【診察室】

【本田科長、富岡作業療法士を中心に手の体操】

【手作りのカードでお祝い】

【太鼓："どこかで春が"】




